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界

展

望

畢

海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
回
顧
と
展
望

生

日

i議

「
東
南
ア
ジ
ア
」
は
一
口
に
い
う
と
西
で
は
南
ア
ジ
ア
す
な
わ
ち
イ
ン
ド

文
明
圏
、
北
で
は
東
ア
ジ
ア
す
な
わ
ち
中
園
文
明
圏
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で

あ
る
。
た
だ
し
こ
の
地
域
が
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
、
一
つ
の
ま
と
ま
り

を
持
っ
た
地
域
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
は
き
わ
め
て
新
し
く
、
一
九
六
五
年

に
の
『

2
-
2
〉

司
zroHhoNhblshN
』

hNRN
』
旬
。
Q
Q円
同
円
。
き
芸
汽

RNSえ

の
と
き
h
A
c
s
hミ
豆
、
(
「
o
E
C
P
Z
2
r
g
P
5
8
)
が
出
版
さ
れ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
以
前
は
東
南
ア
ジ
ア
は
西
の
ほ
う
か

ら
見
て
「
イ
ン
ド
以
遠
」
司
三
岳
R
E
L
E
と
か
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
を
除
く
地

域
を
「
イ
ン
ド
化
さ
れ
た
諸
国
」

-
E
E
E
N
E
ω

互
2
と
呼
ば
れ
た
り
、

東
ア
ジ
ア
の
ほ
う
か
ら
見
て
「
南
洋
」
あ
る
い
は
「
南
海
」
と
呼
ば
れ
た
り

し
て
い
た
。

よ
く
東
南
ア
ジ
ア
を
「
大
陸
部
」
と
「
群
島
部
」
あ
る
い
は
「
島
艇
部
」

に
わ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
最
近
刊
行
さ
れ
た
「
新
版
世
界
各
園

史
」
の
東
南
ア
ジ
ア
史
も
二
分
冊
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
陸
部
、
群
島
部

」

に
割
り
嘗
て
ら
れ
て
い
る
(
石
井
米
雄
・
楼
井
由
駒
雄
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史

I

大
陸
部
」
、
池
端
雲
浦
編
『
東
南
ア
ジ
ア
史
H

島
腕
部
』
と
も
に
山

川
出
版
社
、
一
九
九
九
三
こ
う
し
た
匡
分
法
は
便
宜
的
な
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
な
り
に
便
利
な
の
で
、
麿
く
使
わ
れ
て
い
る
。
一
方
「
海
域
東
南

ア
ジ
ア
」
は
呂
R
1
5
0
ω
口三
F
2己
〉
白
山
に
到
し
て
奥
え
ら
れ
た
誇
語
で

あ
っ
て
、
大
陸
部
封
群
島
部
あ
る
い
は
島
興
部
と
い
う
二
分
法
に
よ
る
分
類

と
は
異
な
っ
た
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
海
域
東
南
ア
ジ
ア
」
と
は
「
海
と

関
係
の
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
」
、
あ
る
い
は
「
海
で
結
ぼ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
」

を
指
す
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
「
海
域
東
南
ア
ジ
ア
」
を
大

陸
部
お
よ
び
群
島
部
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
う
ち
、
分
水
嶺
を
境
界
線

と
し
て
、
そ
の
海
側
の
地
域
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
議
論
を
始
め
た

い
。
な
お
時
期
的
に
は
ほ
ぼ
ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
す
る
一
八
六
九
年
前
後
ま

で
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
「
イ
ン
ド
以
遠
」
と
か
「
南

洋
」
あ
る
い
は
「
南
海
」
と
い
っ
た
、
「
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
概
念
が
成

立
す
る
以
前
の
呼
び
方
が
に
わ
か
に
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り

「
イ
ン
ド
以
遠
」
の
地
域
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
あ
る
い
は
イ
ン
ド
人
の
イ
ン
ド

研
究
者
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
人
、
ア
ラ
ブ
人
、
ベ
ル
シ
ヤ
人
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
海
上
活
動
の
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
そ
の
歴
史
は
イ
ン
ド
文
明
、
イ
ス
ラ
ム
文
明
、
そ
し
て
西
欧
文
明

が
イ
ン
ド
の
先
、
つ
ま
り
「
イ
ン
ド
化
し
た
諸
園
」
あ
る
い
は
「
大
イ
ン

ド
」
に
ど
の
よ
う
に
し
て
惇
播
し
て
い
っ
た
か
の
歴
史
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
「
南
洋
」
あ
る
い
は
「
南
海
」
は
中
園
人
あ
る

い
は
日
本
人
の
研
究
者
に
よ
っ
て
中
岡
人
あ
る
い
は
日
本
人
の
海
上
活
動
の

場
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
歴
史
は
中
園
人
、
あ
る
い
は
日
本
人
の
東
南
ア
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ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
の
歴
史
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
ま
ず
十
六
世
紀
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
ア
ジ
ア
進
出

に
閲
す
る
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
が
同

g々
ペ
己
宍
内

bsミ
芸
人
号
司
会

同

JE忠
男

凶

§
N
h
む
の
え
P
R芯
お
ミ
』
わ
に
見
刊
誌
~
旬
。
丘
町
内
h

。
¥
(
ぷ
3
Q
Z
O耳
肘

r

p
D
E

円。〈
H
由。(同門
}HH
ロロ
m
F
D
戸門

H
ロ
門
}
H
O
-
H
m
F
円
。
円

H
⑦口。ロ円

ιHω

ロ
ロ
〈
ぬ
門
戸
。
印

ru「

出
。
ロ
ロ
(
U
C
円
任
。
同
(
「
ロ
ロ
〔

-cp
同
日

r
E
3
ω
o口
H
O
弓
u
H
E
ω

戸。
kH
〈
白
]
印
)
で
あ

る
。
同
書
は
い
わ
ゆ
る
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
中
園
に
赴
い

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
作
成
し
た
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
中

央
ア
ジ
ア
史
、
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
は
、
ま
ず
同
書
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
研
究
者
の
歴
史
地
理
問
学
的
な
研
究
に
釘
し
て
、
漢
文
史
料
を
利
用

し
て
補
訂
を
加
え
る
と
い
う
形
で
出
議
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
海
域

東
南
ア
ジ
ア
史
と
い
う
観
黙
に
即
し
て
考
え
る
と
、
そ
、
う
つ
し
た
音

駆
的
な
業
績
が
藤
田
幽
豊
一
=
宣
一
旦
旦
八
の
『
東
西
交
捗
史
の
研
究
南
海
篇
」
(
岡
圭
書
目
院
、

一
九
一
二
一
二
一
二
三
一
三
一
二
一
)
に
牧
め
ら
れ
た
諸
論
文
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
著
者
に
よ
る
「
島

夷
誌
略
校
註
」
(
「
雪
堂
叢
刻
』
所
収
、
一
九
一
五
)
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

こ
れ
と
平
行
す
る
形
で
、
束
京
帝
園
大
内
晶
子
史
料
編
纂
所
に
お
い
て
日
本
関

係
の
欧
文
史
料
の
調
査
研
究
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
一
九
二
八
年
に
は
蓋
北

帝
園
大
型
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
文
政
飽
宇
部
に
南
洋
史
血
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
、
た
と
え
ば
村
L
L
直
次
郎
、
桑

田
六
郎
、
告
生
成
一
な
ど
に
よ
っ
て
欧
文
史
料
、
漢
文
史
料
に
基
づ
く
東
南

ア
ジ
ア
史
の
研
究
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桑
同
六
郎
「
三
俄
斉

考
」
(
『
墓
北
帝
岡
大
向
学
史
皐
科
研
究
年
報
』
三
(
一
九
三
六
)
)
、
同
「
一
一
一
悌

斉
補
考
」
(
「
同
』
五
(
一
九
三
八
)
o

と
も
に
桑
田
六
郎
『
南
海
東
西
交
通

史
論
考
』
(
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
)
所
収
)
、
村
上
直
次
郎
『
抄
語
、
ハ
タ
ヴ
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」

ィ
ア
城
日
誌
」
(
た
だ
し
こ
れ
は
主
と
し
て
日
本
、
蓋
湾
関
係
の
記
事
を
誇

出
し
た
も
の
で
あ
る
)
(
日
蘭
交
通
史
料
研
究
舎
、
一
九
三
七
。
全
-
二
巻
の

と
こ
ろ
、
下
巻
は
未
刊
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
O
年
か
ら
完
全
な
形

で
刊
行
さ
れ
た
。
村
上
直
次
郎
誇
注
中
村
孝
志
校
注
『
パ
タ
ヴ
ィ
ア
城
日

誌
』
束
洋
文
庫
、
平
凡
世
、
一
九
七

O

七
五
。
全
三
新
)
、
同
『
六
昆
王

山
田
長
政
』
(
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
二
)
、
岩
生
成
一
『
南
洋
日
本
町
の
研

究
』
(
南
亜
細
亜
文
化
研
究
所
、
一
九
四
O
)
な
ど
が
そ
の
成
果
で
あ
る
。

一
九
二

0
年
代
か
ら
日
本
の
東
洋
史
学
研
究
に
大
き
な
愛
化
が
生
じ
た
。

そ
れ
は
そ
れ
ま
で
い
わ
ゆ
る
漢
籍
、
つ
ま
り
刊
行
史
料
に
基
づ
く
研
究
が
主

で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
未
刊
史
料
に
基
づ
い
た
研
究
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
分
野
で
は
特
に
『
明

賓
録
』
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
山
本
達
郎
「
鄭
和

の
西
征
」
(
『
東
洋
皐
報
』
一
二
三
、
四
(
一
九
二
四
)
)
は
そ
う
し
た
意

味
で
の
記
念
碑
的
な
業
績
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
「
安
南
の
貿
易
港
雲
屯
」

(
『
束
ん
皐
報
(
束
京
)
』
九
(
一
九
三
九
)
)
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
漢
文
史
料
の
研
究
と
し
て
は
、
桑
原
隙
戒

『
唐
宋
時
代
に
於
け
る
ア
ラ
ブ
人
の
支
那
通
商
の
概
況
殊
に
宋
末
の
提
琴
市

舶
西
域
人
蒲
書
庚
の
事
蹟
』
(
上
海
東
京
攻
究
ム
官
、
一
九
二
-
二
。
復
刊
桑
原

隙
裁
著
宮
崎
市
定
解
説
『
蒲
喜
一
吋
庚
の
事
蹟
』
(
東
洋
文
庫
、
平
凡
抗
、
一
九

八
九
)
)
、
足
立
喜
六
誇
註
『
大
唐
西
域
求
法
高
信
停
』
(
岩
波
書
居
、
一
九

四
二
。
第
四
刷
一
九
九
四
)
な
ど
が
重
要
な
業
績
で
あ
る
。

一
方
ほ
ぼ
一
九
三

0
年
代
か
ら
ア
ジ
ア
の
「
現
朕
」
に
閥
す
る
関
心
が
高

ま
り
、
満
銭
東
亜
経
済
調
査
局
や
東
亜
研
究
所
と
い
っ
た
竿
官
半
民
の
研
究

機
闘
が
次
々
と
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
大
事
そ
の
他
の
高
等
教
育
機
関
で
も
欧

米
諸
園
の
植
民
地
支
配
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
機
関
で

十
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は
と
り
あ
え
ず
欧
米
諸
園
の
研
究
室
田
の
翻
誇
紹
介
が
準
め
ら
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
現
地
の
諮
言
語
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
史
料
の
紹
介
が
始
ま
っ
た
。
西

村
朝
円
太
郎
『
馬
来
編
年
史
研
究
』
(
東
亜
研
究
所
、
一
九
四
二
)
が
そ
の

一
例
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
研
究
の
白
眉
と
し
て
は
信
夫
清
三
郎
『
ラ
ッ
フ

ル
ズ
イ
ギ
リ
ス
近
代
的
植
民
政
策
の
形
成
と
束
洋
杭
舎
』
(
日
本
評
論
枇
、

一
九
四
三
。
復
刊
『
ラ
ッ
フ
ル
ズ
惇
東
南
ア
ジ
ア
の
帝
岡
建
設
者
』
(
束

洋
文
庫
、
平
凡
枇
、
一
九
六
八
)
)
を
翠
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
時
期
ま
だ
欧
文
史
料
を
用
い
た
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
岡
本
良
知
『
中
世
モ
ル
ツ
カ
諸
島
』

(
束
洋
堂
、
一
九
四
四
)
が
嘗
時
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
史
料
を
丹
念
に

調
べ
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
に
太
平
洋
戦
争
が
終
結
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
研
究
状

況
は
一
一
変
し
た
。
蓋
北
帝
国
大
凶
晶
子
な
ど
の
研
究
の
擦
黙
は
史
料
編
纂
所
を
除

い
て
す
べ
て
姿
を
消
し
、
一
九
五
七
年
に
東
京
大
向
宇
リ
人
民
子
部
東
洋
史
向
学
科
に

南
海
史
講
座
が
設
置
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
や
が
て
山
本
達
郎
が
中
心
と

な
っ
て
南
方
史
研
究
舎
が
組
織
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
西
南
中

園
、
イ
ン
ド
な
ど
の
研
究
者
も
こ
こ
に
集
ま
り
、
細
々
な
が
ら
停
え
ら
れ
る

海
外
の
向
学
術
情
報
を
紹
介
し
た
り
、
手
探
り
で
新
し
い
研
究
の
方
向
を
求
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
は
ま
ず
手
近

に
あ
る
漢
文
史
料
の
利
用
か
ら
始
ま
っ
た
。
和
田
久
徳
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
初
期
華
僑
枇
舎
(
九
六

O

一
二
七
九
)
」
(
『
束
洋
皐
報
」
四
一
一
一

(
一
九
五
九
)
)
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
彼
の
業
績
は
最
終

的
に
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
園
家
の
成
立
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
三
古
代

」

二
一
』
岩
波
書
庖
、
一
九
七

O
)
、
「
東
南
ア
ジ
ア
の
枇
舎
と
凶
家
の
愛
貌
」

(
『
同
十
三
中
世
七
』
向
、
一
九
七
一
)
の
二
つ
の
概
説
的
な
論
文
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

や
が
て
南
方
史
研
究
舎
に
〕
の
〈
S
F
2
H
L
計三
3
2
S
お
同
J3おも

rs礼

M
R守
H
H
同
h
h
n
N
h
t
h
立
与
』
九
Q
W
N
M
o
h
s
~
お
お
丸
岡
町
。
き
吉
R
同
芯
門
司
い
て
(
叶
『
ぬ
出
向
四
戸
命
保

切
百
合
口
問
司
君
ぐ
山
口
出
0
2
P
E
印
日
)
と
回
F
E
o
r
o
p礼
2

2

2

E
S
~
。hE
N
h
定
奇
』
~
山
込
町
ミ
ヨ
d
H
N
認
凶
ミ
句
。
~
山
内
ぎ
込
町
(
ペ
「
r
o
出
回
四
戸
o
h
w

切
S
F
口
問
守
宅
〈
山
口
出
D
2
0
L
E
日
)
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
戦
後
の
日
本
の

海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
は
こ
の
二
貼
の
業
績
を
消
化
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
、
水
積
昭
「
パ
タ
ニ
王
園
の
一
土
統
に
つ
い

て
一
七
世
紀
の
パ
タ
ニ
王
国
ご
(
『
南
方
史
研
究
』
一
(
一
九
五
九
)
)
、

同
「
パ
タ
ニ
王
園
の
支
配
層
に
つ
い
て
一
七
世
紀
の
パ
タ
ニ
王
図
二
」

(
『
同
』
二
(
一
九
六
O
)
)
や
、
長
岡
新
治
郎
「
東
部
ジ
ヤ
ワ
の
海
岸
都
市

革
児
背

(
0
5
2
0
)
と
鏡
洞
(
』
O
H
窓
口
)
」
(
『
東
方
皐
』
六
(
一
九
五
三
)
)

な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
群
島
部
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
化
の
研
究
が
そ
の
例
で
あ

る
。
こ
の
時
期
の
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
雰
園
気
を
よ
く
反
映

し
て
い
る
も
の
と
し
て
筑
摩
書
房
版
『
世
界
の
歴
史
』
第
十
三
巻
『
南
ア
ジ

ア
世
界
の
展
開
」
(
一
九
六
一
。
編
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
和
国
久

徳
で
あ
っ
た
)
が
あ
る
が
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
関
係
の
論
丈
と
し
て
は
和

田
久
徳
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
華
僑
枇
舎
の
成
立
」
、
生
田
滋
「
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
貿
易
港
の
形
態
と
そ
の
機
能
|
|
十
七
世
紀
初
頭
の
パ
ン
タ

ム
を
中
心
と
し
て
」
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
一
友
で
墓
北
か
ら
日
本
に
引
揚
げ
た
岩
生
成
一
、
箭
内
健
次
、
桑
田

六
郎
な
ど
は
、
か
ろ
う
じ
て
持
ち
蹄
る
こ
と
の
で
き
た
史
料
や
、
戦
後
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
園
を
訪
れ
た
わ
ず
か
な
機
舎
に
入
手
し
た
史
料
を
用
い
て
海
域
束

十

「
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南
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
研
究
を
愛
表
し
て
い
る
。
と
く
に
岩
生
成
一
は
オ
ラ

ン
ダ
語
史
料
、
漢
文
史
料
に
基
づ
い
て
、
「
下
港
(
切
g
E
B
)
の
支
那
町
に

つ
い
て
」
(
「
東
洋
撃
報
』
コ
二
四
(
一
九
四
八
)
)
な
ど
、
海
域
東
南
ア

ジ
ア
の
港
市
に
閲
す
る
い
く
つ
か
の
研
究
を
愛
表
し
た
ほ
か
、
戦
前
の
業
績

の
改
訂
を
進
め
、
最
終
的
に
そ
れ
を
『
南
洋
日
本
町
の
研
究
』
(
岩
波
書
庖
、

一
九
六
六
)
、
『
績
南
洋
日
本
町
の
研
究
南
洋
島
幌
地
域
分
散
日
本
人
移
民

の
生
活
と
活
動
』
(
岡
、
一
九
八
七
)
、
『
新
版
朱
印
船
貿
易
史
の
研
究
」
(
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
)
の
三
貼
に
ま
と
め
て
刊
行
し
た
。
ま
た
彼
は
演
習

で
向
学
生
を
封
象
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
の
教
育
を
行
な
い
、
多
く
の
後
進
を
育

て
た
。
こ
の
頃
増
田
義
郎
な
ど
、
常
時
ま
だ
数
少
な
か
っ
た
ラ
テ
ン
・
ア
メ

リ
カ
研
究
者
に
よ
っ
て
「
大
航
海
時
代
叢
書
」
第
一
期
全
十
二
巻
(
岩
波
書

庖
)
が
企
書
さ
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
闘
す
る
も
の
と
し
て
は
林
屋
永
吉
諒

増
田
義
郎
注
「
マ
ガ
リ
ャ
ン
イ
ス
最
初
の
世
界
一
周
航
海
」
(
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
、

ア
メ
リ
ゴ
、
ガ
マ
、
マ
ゼ
ラ
ン
航
海
の
記
録
』
(
一
九
六
五
)
)
、
ト
メ
・

ピ
レ
ス
著
生
同
滋
他
誇
注
『
束
方
諸
園
記
』
(
一
九
六
六
)
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

モ
ル
ガ
著
箭
内
健
次
他
認
注
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
誌
』
(
一
九
六
六
)
、
ャ

ン
・
ハ
イ
ヘ
ン
・
フ
ァ
ン
・
リ
ン
ス
ホ
l
テ
ン
著
岩
生
成
一
他
諜
注
『
束
方

案
内
記
』
(
一
九
六
八
)
、
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。

555 

こ
の
時
期
に
は
欧
米
の
皐
界
で
も
「
海
城
東
南
ア
ジ
ア
」
と
い
う
概
念
は

ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
相
合
す
る
海
域
の
歴
史
に
闘
す
る
研
究

の
中
で
と
く
に
重
要
な
も
の
は
、
冨
〉

T
Z
2
-
E
r
H
N
G色
。
刊
誌

h
h
R
S

同

J
3白
色
町
民
手
、
同
足
、
ロ
マ
品
輸
N

L

P

川
、
宮
室
町
内

S
Sぬ
U
F九
言
及
ミ
s
k山
之
』
念
。
目
見
向
。

~rag-2ぉ

同
九
山

P
C
白
川
刊
に

b
F
S
H
N
G
ω
む
(
斗
F
O
同
日
間
戸

m
r
y向
山
H
H
H
ロ
戸
田

Z
H
]
}
H
C
戸
H
m
w
A凶
N
)

で
あ

」

る
。
同
書
は
い
わ
ば
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
束
イ
ン
ド
曾
祉
の
貿
易
活
動
の

研
究
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、
そ
れ
を
海
域
東
南
ア
ジ
ア
の
貿
易
活
動
の
一

環
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
業
績
で
あ
る
。
こ
れ
に
績
い
て
、
シ
ン
ユ
リ
、
ヴ
ヴ
イ

ジ
ヤ
ヤ
に
閥
す
る

O
4君
弓
巧
C乙]門芯。
H完切宍一阿
RQ奇同当、ん守V
H
?お
§

~切山吉円定どむ必守

A久刊
H$b
吋
♀
hd認N鈴向
N詰お
』
。
ミ
¥
F
h守叫守、コ
Nds一NN雪」冶凶ミ辺玄Q(2-rH岳
rE臼Rロ臼P湖
(
リ
ロ
門
口
。

-
-
C
E
2
2
q

H
υ
B
a
a
-
宰
吋
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
偶
然
で
は
あ
る
が
、
同
じ
一
九
六
七
年
に

ア
チ
エ
王
園
に
閲
す
る
ロ

gua
「
O
B
Eえ
ト
内

P
E
E
N
b亡、』

2

5eh
ミ
一
み
主
人
ミ
ミ
ロ
台

H
q
o
u
w
出
訟
(
勺
山
門
戸
]
川
勺
開

C
4
5
2
)
が
出
版

さ
れ
た
。
こ
の
二
黙
の
業
績
が
い
わ
ば
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
本
格
的
な
研

究
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

常
時
の
日
本
の
歴
史
皐
界
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
的
晶
子
、
あ
る
い
は
い

わ
ゆ
る
大
塚
史
準
の
全
感
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
海

域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
は
二
義
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
白
龍
濁
立

し
た
研
究
分
野
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
永
積
昭
が
港
市
研

究
か
ら
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
束
イ
ン
ド
舎
利
の
研
究
へ
(
「
オ
ラ
ン
ダ
人
自
由

市
民
の
東
洋
貿
易
総
督
ク
l
ン
の
構
想
と
そ
の
挫
折
」
(
『
史
的
学
雑
誌
」
六

九
二
(
一
九
六
O
)
)
、
そ
し
て
コ

l
ネ
ル
大
皐
に
留
的
且
干
し
て
、
ア
メ
リ
カ

式
の
地
域
研
究
の
ワ
ク
内
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
主
義
の
研
究
へ
と
テ
ー

マ
を
愛
え
て
い
っ
た
軌
跡
、
そ
し
て
地
域
研
究
の
擦
貼
を
目
指
し
た
一
九
六

五
年
の
京
都
大
型
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
(
現
京
都
大
皐
東
南
ア
ジ
ア

研
究
所
)
の
設
立
が
、
首
時
の
状
況
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
。

四

世
界
的
な
意
味
で
、
い
わ
ゆ
る
海
上
活
動
史
呂

2
E
B
O
国王
o々
の
研

究
に
フ
エ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ

1
デ
ル
の
『
地
中
海
』
(
司

2
E
E
一FELo--
トぬ

十

「
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民
主
ミ
ミ
誌
な
ミ
円
町
君
。
豆
町
君
主
同
町
、
ね
え
さ
b
~
答
。
室
内
与
~
u
b
N
な
も
叫
司
令
」
1
H
N
O

E
E
8
0
(
司
自
由
ゆ
匡
回
伊
豆
(
U
o
-
F
5
2
)
の
刊
行
が
大
き
な
影
響
を
輿
え

た
こ
と
に
疑
問
の
め
跡
地
は
な
い
。
と
く
に
一
九
七
二
年
に
同
書
の
英
語
が
刊

行
さ
れ
る
と
(
司
R
E
E
F
E
ι
己
己
内
足
ミ
号
、
ミ
号
お
お
き
に
忌
内

足
民
叫
札
号
、
応
対
話
s
a
司
。
え
礼
立
志
向
』
h
q
o
¥
H
u
b
N
N
合
同
門
叶
片
山
口
ω
E
Z
仏

σ可ωHup口

H
N
a
ロ
o
E
印
(
「
O
ロ
仔
p
h
o
-
-
E
P
H
2
N
吋

ω
。
N
g
r
邦
認
は
フ
エ
ル
ナ

ン
・
ブ
ロ

l
デ
ル
著
漬
名
優
美
諜
『
地
中
海
』
藤
原
書
庖
、
一
九
九
一
五
。

全
五
巻
)
、
そ
の
影
響
は
本
格
的
と
な
っ
た
。
南
ア
ジ
ア
史
、
東
南
ア
ジ
ア

史
の
範
園
で
い
う
と
、

K
-
N
・
チ
ョ

l
ド
リ
が
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
イ
ギ

リ
ス
束
イ
ン
ド
舎
祉
の
活
動
の
研
究
(
同
Z
の
E
E
E
口
同
コ
マ
吋
ミ
込
誌

記
寸
三
記
夫
人
山
h
E
き
に
同
守
阿
W
N
h
N
N
与
同
E
H
H
い
お
に
N
む
の
。
号
、
S
H
M
令
。
。
N
U
河
内
目
。

(
(
U
白
H
H
H
吉
正
常
口
巳
2
日
々
T
Z
ω
P
H
2
∞
)
)
か
ら
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
洋
世

界
の
研
究
(
ロ
o
:
己
主
町
芸
人
Q
5
P
ミ
N
3
2
H
マ
止
に
ミ
お
0
2
2
』
お

同
8
き
三
R
同
足
。
ミ
」
子
。
詰
忌
内
同
N
h
、
。
¥
」
「
h
N
S
S
芯

H
U
G
。
(
(
υ
E
M
r
E
L
m
o
C
Eー

〈
2
白
々
同
)
H
巾
出
印
リ
戸
市
山
町
山
印
)
ゆ
り
0
・
入
山
』
ミ
~
v
A
1
0
2
同
ど
さ
マ
同
町
言
。
遣
い
て
白
川
刊
に
の
N
H
V
N

~
N
h
Q
H
S
ぉ
。
」
「
忌
内
H
w
ミ
ミ
お
O
Q
S
N
」
子
。
喜
志
、
河
言
、
。
L
「

ipNbs
芯
し

N1仇。

((UEH寸
H
L
m
o
d
目
立
岡
山
H
3
4
℃
円
。
F
5
8
)
)
に
韓
じ
た
こ
と
が
、
こ
う
し

た
動
き
を
象
徴
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
洋
世
界
を
但
倒
立
し
た
世
界
と
し
て
認
識

す
る
考
え
方
は
そ
れ
ま
で
に
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
こ
れ
ら
の
業
績
が
出
版
さ

れ
て
か
ら
以
後
、
そ
う
し
た
考
え
方
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
の
イ
ン
ド
洋
世
界
に
関
す
る
最
新
の
研
究
と
し
て
は

Z
5
F
2
-
司
2
H
E
ロ
吋
マ
守
ふ
S
O
R
b
お
(
ド
ロ
ロ
L
D
ロ
除
Z
O
当
ペ
ロ
円
F

河
口
戸
己
主
m
p
N
0
0
ω
)
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
に
閲
し
て
は
、
そ
う
し
た
包
括
的
な
議
論
の

出
現
は
遅
れ
た
。
そ
の
最
初
の
試
み
と
し
て
は
、
初
期
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

」

る
岡
家
形
成
と
貿
易
と
の
関
係
を
論
じ
た
同
2
5
匹
見
出
色
。
足
脅
さ
言

叶
ミ
b
p
b
a
人
h
h
お
な
り
さ
え
も
苦
言
円
吉
町
民
、
h
v
h
E
忌
芸
誌
』
同
悼
む
(
同
O
ロ
C
E
-
F

d
E
2
5
q
D
H
出
向
司
阻
止
℃
H
O∞
F
E
∞
印
)
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
チ
ョ

l
ド
リ
の
業
績
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
概
説
書
が
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、

た
と
え
ば
』
問
主
E
ロ
岳
山
田
『
可
君
。
-
r
h
w
し「

D
F
ロ
〈
5
0
H
p
o
r
叶
常

切
。
N
h
s
q
g
H
与
』
E
潟
、
。
え
お
お
に
可
。
N
N
H
H
河
口
吋
ミ
え
り
窓
口
白
(
∞
E
m
向
日
}
D
H
o
d
E
1

2
E
丘
、
可
見
出
切
リ
呂
志
)
の
よ
う
に
、
論
文
集
の
形
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
複
雑
な
民
族
的
、
枇
舎

的
、
文
化
的
構
成
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
た
研
究
の
纏
ま

と
め
と
し
て
〉
E
F
C
E
可
児
2
L
h
s
s
吉
弘
人
f
E
S
S
ご
山
常
夫
。
。
言
語

-q町内

N
4
仇
{
U
N
G
∞
む
(
Z
O
君
国
向
A

〈
⑦
ロ
色
町
「
ロ
ロ
仏
c
p
Jへと
o
d
E
〈
O
H
印
=
可
勺
円
。
g
u

s
g
S
N
〈
O
F
)
が
刊
行
さ
れ
た
(
邦
語
ア
ン
ソ
ニ

l

・
リ
l
ド
著
平
野

秀
秋
他
誇
『
大
航
海
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
』
(
叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
法

政
大
皐
出
版
局
、
一
九
九
七
二
O
O
二
)

)

o

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
ロ
0
1

3
目

F
O
B
-
)
R
L
ト
向
。
号
、
失
言
、
、
三
塁
令
同
h
h
a
号
、
b
N
h
H
2
主
同
~
。
r
r

(同)山HHFH凶門HHHHO口mLo-凶
W

円
。
-
O
〔
目
。
印
同
日
H
H
O
回
開
門
戸
H
門
目
。
由
。
ロ
ω
2
0
口
口
o
m

ω
C
2
m
L
O
P
H
3
0
ω
H
O
B
O
印
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
い
わ
ば
「
ジ

ヤ
ワ
世
界
」
を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
内
陸
ジ
ャ
ワ
」
の
際
史
と
し
て
把
握

す
る
の
で
は
な
く
、
内
陸
ジ
ヤ
ワ
と
海
域
東
南
ア
ジ
ア
の
接
貼
と
し
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

海
域
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
統
一
的
に
腰
解
し
よ
う
と
い
う
試
み
と
し
て

は
、
「
可
H
H
(
片
山
Z
D
H
O
口
。
ω
}
E
H
H
O
H
足
お
え
H
N
言
内
旬
。
N
h
H
F
E
民
与
と
h
N
向
。
l
N
U
。
。

(
〉
5
8
F
Z
J子一
ζ

開
ω
E
門
司
。
L
3
⑦
)
が
あ
る
が
、
教
科
書
的
な
も
の

で
、
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
観
黙
か
ら
見
る
と
弘
末
雅
士

『
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
世
界
地
域
枇
舎
の
形
成
と
世
界
秩
序
』
(
世
界
歴

十

「
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史
選
主
日
山
石
波
書
底
、
二

O
O
四
)
は
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
世
界
を
統
一
的

に
理
解
し
よ
う
と
い
う
試
み
と
し
て
書
一
期
的
な
業
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
時
期
日
本
の
歴
史
皐
界
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
歴
史
的
学
が
よ
う
や
く

そ
の
有
殺
性
を
失
い
、
大
塚
史
的
学
も
か
つ
て
の
輝
き
を
失
っ
て
い
っ
た
。
そ

し
て
ブ
ロ

l
デ
ル
の
『
地
中
海
』
あ
る
い
は
ブ
ロ

l
デ
ル
を
も
含
め
た
『
ア

ナ
ル
』
学
泳
の
影
響
が
強
く
な
っ
た
。
ま
た
日
本
史
で
は
網
野
善
彦
な
ど
の

主
張
す
る
「
海
の
日
本
史
」
が
次
第
に
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
ま
で
の
農
村
史
中
心
の
研
究
か
ら
次
第
に
都
市
史
の
研
究
へ
と
関

心
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
。
い
う
な
れ
ば

H
本
の
一
燃
史
皐
界
に
お
い
て
も
修

正
主
義
の
時
代
に
入
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
分
野
も
よ

う
や
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
撃
際
的
な
海
域
史
、

都
市
史
な
ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
論
文
集
に
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
の
研
究
者

が
出
席
や
寄
稿
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
一
九
九

O
年
に
ダ
ナ
ン
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
「
ホ
イ
ア
ン
園
際
曾

議
」
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
港
市
ホ
イ
ア
ン
と
、
海
域
東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
L
L
活
動
を
テ
l
マ
と
し
た
園
際
的
皐
際
的
な
催
し
で
、

そ
の
議
事
録
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
日
本
ベ
ト
ナ
ム
研
究
者
曾
議
編
『
海
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
』
穂
高
書
庖
、
一
九
九
三
)
。
ま
た
こ
の
こ
ろ

か
ら
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
N
H
K

の
特
別
番
組
と
関
連
し
て
、
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
と
い
う
、
い
さ
さ
か

誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
表
現
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
が
海

域
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
上
活
動
の
歴
史
に
一
般
の
人
々
の
関
心
を
ひ
き

つ
け
る
の
に
役
立
っ
た
こ
と
は
事
賓
で
あ
る
。
海
上
活
動
全
般
を
テ
1
マ
と

557 

」

し
た
論
文
集
の
類
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
秋
這
智
嫡
編
著
『
海
人
の
世
界
』

(
同
文
館
、
一
九
九
八
)
、
ま
た
一
般
讃
者
釘
象
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
尾

本
恵
市
他
編
『
海
の
ア
ジ
ア
』
(
岩
波
書
庖
、
二

0
0
0
0
一
。
全
六
者
)

が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
「
岩
波
講
座
世
界
隈
史
」
(
第
二
期
)
に
も
数
巻
に
わ

た
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
史
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
海
域
東
南
ア

ジ
ア
史
に
闘
す
る
論
文
も
い
く
つ
か
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
に
な

っ
て
「
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
」
(
岩
波
書
庖
、
二

0
0
一

O
三
。
全

九
巻
)
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
論
文
集
に
多
く
の
研
究
者
が
海
域
東
南

ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
論
丈
を
護
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
々
を
取
り
上
げ

て
論
評
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
舎
に
譲
り
、
重
要
だ
と
思
わ
れ

る
業
績
だ
け
を
奉
げ
て
お
く
と
、
た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
海
と
の
つ
な
が
り
が
無
視
さ
れ
て
い
た
大
陸
部
に
お
い
て
、
ヴ
エ

ト
ナ
ム
の
歴
史
と
海
と
の
関
わ
り
合
い
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
桃
木
百
十
朗

「一

O

一
五
世
紀
の
南
海
交
易
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
中
越
関
係
へ
の
一
組

角
」
(
柴
田
三
千
雄
他
編
『
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
二
移
動
と
交
流
』

岩
波
書
応
、
一
九
九

O
)
、
こ
れ
ま
で
ア
ユ
タ
ヤ
王
園
の
首
都
と
し
て
の
み

認
識
さ
れ
て
き
た
ア
ユ
タ
ヤ
を
港
市
岡
家
と
し
て
再
評
慣
す
る
こ
と
を
試
み

た
石
井
米
雄
「
港
市
岡
家
と
し
て
の
ア
ユ
タ
ヤ
中
世
東
南
ア
ジ
ア
交
易
圏

家
論
」
(
石
井
米
雄
他
編
『
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
的
位
相
』
東
京
大
準

出
版
舎
、
一
九
九
二
。
の
ち
石
井
米
雄
『
タ
イ
近
世
史
研
究
序
説
』
(
岩
波

書
庖
、
一
九
九
九
)
所
牧
)
、
同
じ
パ
レ
ン
パ
ン
の
異
な
る
時
代
を
扱
っ
た

深
見
純
生
「
シ
ユ
リ
I
ヴ
ィ
ジ
ヤ
ヤ
帝
園
」
(
池
端
雪
浦
編
『
愛
わ
る
東
南

ア
ジ
ア
史
像
』
(
山
川
出
版
枇
、
一
九
九
四
)
)
、
鈴
木
恒
之
「
港
市
岡
家
パ

レ
ン
バ
ン
」
(
同
)
、
我
が
図
で
は
ほ
と
ん
ど
閥
心
を
持
た
れ
な
い
東
南
ア
ジ

ア
の
海
賊
に
つ
い
て
の
生
田
滋
「
一
九
世
紀
前
小
の
東
南
ア
ジ
ア
群
島
部
に

十

「
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お
け
る
海
賊
行
筋
」
(
秋
遁
智
粥
『
海
人
の
世
界
』
同
文
館
、
一
九
九
八
)
、

そ
れ
に
「
告
波
講
座
」
所
牧
の
一
一
一
貼
の
概
説
的
な
論
文
(
弘
末
雅
士
「
東
南

ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
の
展
開
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
六
南
ア

ジ
ア
世
界
・
東
南
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
と
展
開
』
岩
波
書
席
、
一
九
九
九
)
、

鈴
木
恒
之
「
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
圏
家
」
(
『
同
十
三
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
惇
統
枇
舎
の
形
成
』
、
一
九
九
八
)
、
大
木
昌
「
東
南
ア
ジ
ア
の
交
易
の

時
代
」
(
『
同
十
五
商
人
と
市
場
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
園
家
』
、
一

九
九
九
)
が
あ
る
。
な
お
「
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
」
に
も
さ
ら
に
多
く

の
閥
連
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
繍
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

五

こ
こ
で
現
段
階
に
お
け
る
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
現
状
と
問
題
貼
に

つ
い
て
二
三
の
私
見
を
述
べ
た
い
。

ま
ず
第
一
に
必
要
な
こ
と
は
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
が
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
洋
世
界
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
家
島
彦
一
『
海
が
創
る
文
明
イ
ン

ド
洋
海
域
世
界
の
歴
史
』
(
朝
日
新
聞
紅
、
一
九
九
三
)
が
あ
る
が
、
さ
ら

に
議
論
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
関
連
し

て
、
最
近
い
わ
ゆ
る
「
大
航
海
時
代
」
を
「
イ
ベ
リ
ア
的
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l

シ
ヨ
ン
」
と
理
解
し
、
し
か
も
そ
の
グ
ロ

l
バ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
の
様
相
を
ス

ペ
イ
ン
の
植
民
地
ヌ
エ
ヴ
ァ
・
エ
ス
パ

l
ニ
ヤ
(
メ
キ
シ
コ
)
と
そ
の
首
都

で
あ
る
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
を
中
心
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
野
心
的
な

試
み
と
し
て

ω
2四
命
。

E
N
F
E
E
h
a
G
E号
、
む
き
立
に
ど
語
。
お
ら
同
凶
器
ミ

」

、
室
内
詰
2N-に
N
-
Q
P
S
S
(句
白

HHP
開
門

r
t
cロ∞

p

z

y
向
日
門

t
E
D
H
O
'
N
C
Cト
)
が

出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ス
ペ
イ
ン
領
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
た
と
え
ば
占
典
的
な

当
日
E
B
F
3
r
ω
円

E
R
U
J
P
』
長
ミ
円
む
の
と
P
S
(肘
℃
ロ
E
H
o
p
-匂
ω匂)リ

可
児
口
。
の
}
戸
山
己
ロ
戸
ト
E
N
u
bロ
NVVNWN虫
色

P
N
U
R
K
N
4
N売
れ
や

h
L
G見、
N4NhE(しぺて」「
J

し門司」「
J

U

門
司
旬
、
忌
之
内

h
q日
5
J
ω
H
W〈
同
)
肘
戸

5
8
)
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
、

い
わ
ゆ
る

ω宮
口
z
r
F
件
。
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア

の
範
障
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
グ
リ
ユ
ジ
ン
ス
キ
ー

の
い
う
「
イ
ベ
リ
ア
的
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ

l
シ
ヨ
ン
」
と
い
う
観
貼
に
立
つ
と
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
も
と
よ
り
、
束
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
腔
界
も
、

こ
れ
ま
で
と
は
が
ら
り
と
遣
っ
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
今
後
海
域
東
南
ア

ジ
ア
史
の
研
究
に
お
い
て
も
試
み
ら
れ
る
べ
き
分
析
で
あ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
中
園
側
か
ら
見
た
海
域
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
渉
に
関

し
て
は
、
た
と
え
ば
松
浦
章
『
清
代
海
外
貿
易
史
の
研
究
』
(
朋
友
書
庖
、

二

O

O
二
)
や
問
。
ι
2
5
F
H
)
g
r
(
u
b
s
ぶ
忌
句
、
有
狩
室
長
ミ
ミ
忌
。

」〈きいてき
h

J

(

匡
LO
門的『
C
F
K戸
佐
官
F
N
C
C品
)
な
ど
の
業
績
が
あ
る
が
、
海

域
東
南
ア
ジ
ア
の
観
貼
か
ら
見
た
中
岡
と
の
閥
係
に
関
す
る
研
究
が
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
同
じ
こ
と
は

z
c
r
c
E
同
日
S

E目
白

2
H
h
W
5
2
N
Q
S礼』
h
n
忌
さ
と
の
。
芸
達
2.むとへ山内円
NdN

円N
E
S
S内同誌九
N
Q
W
N
O
R
Q
W
N
e
u
J
G
D詰
SNHOL「」「吉町、もな。
E
Q
3
A
の町、むき
Nhl

与

2
b
H
N
。日)
D
Z
D『
任
命
叶
自
由

}
H
o
d
E〈
己
巴
弓

H
N
2
2
H口
r
H
)
H
C
]
2
H

5
2
N
C
C
C
(
叶口}円以
1
p
叶
巴
切
『
D
dロ
2
2巴
ぞ
い
一
CCN)
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
イ
ン
ド
と
の
閥
係
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
し
、
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
つ

い
て
は
同

g
山
口
∞
同
「
臼
E
B
r
b
E
ヨ
R
足
司
NE吉
町
ト
hHS
入山崎
N
L
F
Hさ
に
NRI

HN。お

(
ω
E仕
2
5
r
E
E
R
「日
4

司
自
己

ω
0
2
0門
司
「
2
(
H
o
p
切
口
-
「
戸
市
山
双
山
)

と
い
う
重
要
な
業
績
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
に
針
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
側

十

「
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か
ら
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
へ
の
封
廃
に
つ
い
て
の
研
究
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
ア
ユ
タ
ヤ
を
中
心
と
し
て
南
ア
ジ
ア
、
東
南

ア
ジ
ア
の
海
上
貿
易
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
た
問
。
ロ
ロ
ロ
ロ
回
H
E
N
g
-
P
止

、
さ
言
~
お
も
お
お
芯
弘
、
Q
F
泣
込
い
一
定
N
F
Q
H
Q
吋
足
ね
え
さ
ミ
河
内
宮
内
骨
岩
h
H
G
N
N
F
入
山
た
お

(
切
山
口
m
r
D
F
J門
r
o
町
C
E
H
L
日
戸
ロ
ロ
日
D
H
円
}
H
O
句

H
O
E
C
P
C
ロ
D
H
ω
ロ
己
主
ω
2
0
ロ
1

2
団
山
口
仏
国
戸
自
白
H
H
H
Z
2
叶
⑦
同

H
r
o
o
E
H
)
門
口
]
0
2
a
E
双
山
)
は
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら

東
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
と
の
闘
係
を
見
る
と
い
う
鮪
で
、
示
唆
に
寓
ん
だ
業

績
で
あ
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
地
園
の
研
究
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
譲
者
封
象
の

も
の
で
は
あ
る
が
、
3
5
E
g
ω
忌
H
2
・
同
ミ
b
N
Z
」
戸
尚
昆

b
b
s
h
A
¥
~
r
N
h
H
b
s
g
円

b
ミ
(
同
C
国主
O
口
問
岨
司
自
主
回
目
岨
5
3
)
、
日
本
の
朱
印
船
地
固
を
扱
っ
た
大

塚
英
明
『
羊
皮
紙
に
描
か
れ
た
航
海
困
」
(
日
本
の
美
術
四
三
八
至
文
堂
、

二
O
O
二
)
、
マ
ニ
ラ
に
お
け
る
展
覧
舎
の
解
説
で
は
あ
る
が
同
J
P
E
三
円

、
宅
内
定
室
内
有
足
Q
Y
ミ
ミ
h
p
号
守
h
ミ
h
s
s
s
h
H
ヘE
Q
S
R
ご
マ
H
U
E
~ぢ
H
5
2

N
U
M
U
N
U
U
W
M
(
F
z
r
o
p
の
ゆ
ロ
可
D
H
)
O
江
戸
間
戸
巾
∞
〔
目
。
何
回
E
L
D
ω
門
目
白
ω
戸
(
目
。
印
門
。

〉
巴
三
月
P
N
O
O
N
)
を
血
争
、
け
る
だ
け
に
し
て
お
き
た
い
。

次
に
貿
易
商
品
の
研
究
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
東
南
ア
ジ
ア

固
有
の
貨
幣
に
闘
す
る
同
c
r
z
ω

巧
R
E
足
S
会
足
宅
マ
P
S
え
吋
ミ
込

S
同
h
q
h
y
h
s
s
s
h
円
h
h
s
吋
守

b
q
豆
、
~
も
苦
言
円
。
H

H
お
込
h
s
s
h
足
。
号
H
Q
q

hいて，同町内sh円。入山N)
し主
p
c
c
p
白
ロ
P
ω
C
E
r
o
向
丘
〉
切
戸
山
可
H
D
間
同
山
田
リ
(
U
D
門
口
。
-
-

C
E
2
2弓
勺
見
出
ω
リ
5
5
)
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
海
域
東

南
ア
ジ
ア
で
重
要
な
商
品
で
あ
る
イ
ン
ド
産
の
織
物
に
つ
い
て
は
、
一
般
向

け
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
』
c
r
ロ
C
S
-
司
。
せ
き
の
員
、
h
c
a
p
-
ら
さ
叫
コ
ミ
ミ
2

5
H
r
同
日
凶
作
(
F
C
ロ
仏
o
p
寸
}
5
5
2
g
L
ー
出
戸
L
i
印
o
p
同
匂
匂
m
w
)

が
あ
る
。

貿
易
商
品
の
な
か
で
最
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
は
貿
易
陶
磁
で
あ
る
。

559 

」

貿
易
陶
磁
の
研
究
の
一
つ
の
分
野
は
沈
波
船
の
調
査
と
遺
品
の
引
き
揚
げ
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
骨
董
的
な
興
味
も
あ
っ
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
一
般
の
関

心
を
集
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
分
野
は
東
南
ア
ジ
ア
各
地
に
お
け
る
中
園
、

イ
ス
ラ
ム
陶
磁
器
の
破
片
、
停
世
品
の
調
査
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
は
三
上

次
男
「
陶
綴
貿
易
史
研
究
』
(
三
上
次
男
著
作
集
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
八
七
|
八
八
。
会
三
冊
)
、
坂
井
隆
夫
『
遺
品
に
基
づ
く
貿
易
古
陶
磁

史
概
要
海
を
渡
っ
た
中
園
陶
磁
」
(
京
都
書
院
、
一
九
八
九
)
、
三
杉
隆
敏

『
元
の
染
付
海
を
渡
る
世
界
に
掻
が
る
焼
物
文
化
』
(
農
文
協
、
二

0
0

四
)
な
ど
が
あ
り
、
海
外
諸
園
で
の
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
が
、
現
在
我
が
園

で
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
坂
井
隆
が
主
宰
し
て
い
る
バ
ン
テ
ン
遺
跡
研
究

舎
を
中
心
と
す
る
研
究
活
動
で
あ
る
。
坂
井
は
伊
寓
里
磁
器
の
輸
出
の
調
査

か
ら
始
ま
っ
て
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
陶
磁
貿
易
の
全
健
像
を
再
構

成
し
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
、
円
本
側
の
専
門
家
が
共
同
で
研
究
を
賓
施
す

る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
研
究
者
と
協
力
し
、
若
手
研
究
者
を
養
成
す
る
な

ど
、
園
際
的
皐
際
的
な
研
究
刷
版
制
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
も
彼
は
ほ
と

ん
ど
濁
力
で
こ
れ
を
運
管
し
て
お
り
、
そ
の
労
は
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
も

の
が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
た
と
え
ば
坂
井
隆
『
港
市
圏
家
パ
ン
テ
ン
と
陶
磁

貿
易
』
(
同
成
枇
、
二

O
O
二
)
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
も
う
一
つ

は
日
本
町
の
あ
っ
た
ホ
イ
ア
ン
で
の
考
占
息
子
的
援
掘
を
行
な
っ
て
い
る
菊
池

誠
一
を
中
心
と
す
る
昭
和
女
子
大
串
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
で
あ
る
。
こ
ち
ら

の
ほ
う
も
現
地
の
研
究
者
と
の
協
力
、
若
手
研
究
者
の
養
成
を
も
含
ん
で
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
成
果
は
楼
井
清
彦
・
菊
池
誠
一
一
編

『
近
世
日
越
交
流
史
日
本
町
・
陶
磁
器
』
(
柏
書
房
、
二

0
0
二
)
を
通

じ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
菊
池
誠
一
「
ベ
ト
ナ
ム
日
本
町
の
考
古

島
子
』
(
高
志
書
院
、
二

O
O
三
)
も
重
要
な
業
績
で
あ
る
。
同
書
は
こ
れ
ま

十

「
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で
い
わ
ば
漢
文
史
料
の
解
禅
の
問
題
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
地
名
の
比
定
、

つ
ま
り
漢
文
史
料
に
見
え
る
地
名
に
相
首
す
る
地
名
を
現
在
の
地
闘
の
上
で

探
し
出
す
と
い
う
作
業
か
ら
遺
跡
と
の
比
定
へ
と
進
む
動
き
の
一
環
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
別
の
研
究
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
第
一
に
目
に
つ
く
の
は
、
岩
生

成
一
「
占
城
園
末
期
の
園
都
と
貿
易
港
に
つ
い
て
」
(
「
東
洋
皐
報
』
-
二
九

二
(
一
九
五
六
)
)
は
別
と
し
て
、
チ
ャ
ン
パ
に
閲
す
る
研
究
が
扶
け
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
美
術
考
古
準
的
な
研
究
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
重
枝
翌
が

中
心
と
な
っ
た
チ
ャ
ン
パ
王
園
の
遺
跡
と
文
化
展
山
賀
行
委
員
曾
編
『
チ
ャ
ン

パ
王
園
の
遺
跡
と
文
化
』
(
ト
ヨ
タ
財
圏
、
一
九
九
四
)
が
あ
る
が
、
府
史

率
的
な
研
究
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

海
域
東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
地
と
で
も
い
う
べ
き
マ
レ

l
b十
島
に
つ
い
て
は

歴
史
地
理
学
の

H
U
E
-
巧
宮
山
己
ミ
吋
マ

C
。
E
g
N門
b
G
2
3
2
F
h
Hミ
5

2

S
G
N凶
器
三
三

p

a
ミ
も
守
夫
同
マ
ミ
ミ
ミ
忠
芝
ぉ
hNhND
守
矢
。
芸
人
山

U

M

旬。。

(関戸
mHFHL戸
B
}戸
H
H
u
dロ
2
2
2
q
o
H
Y向山
-mqih凶
司

H巾
回
印
リ
戸
支
出
)
ゃ
、
マ
レ
|

竿
島
の
歴
史
を
い
わ
ば
大
イ
ン
ド
史
の
一
環
と
し
て
稗
解
し
よ
う
と
す
る

出
。
。
。
戸
山
口
ぢ
『
君
主
2

U
寸
守
』
h
a
E
H
可
2
2
遣
E

吉
岡
な
ミ
ロ
ヨ
苦
虫

(HLD口〔日
o
p
出
2

E
三

O
E
E口
F
E
E
)
が
あ
る
が
、
最
近
こ
れ
ら
の
研
究

に
代
わ
る
も
の
と
し
て

Z
E
F己

γ
2ー同
2
m
D
E
F
d
吋
ぞ
足
QNむいて可
2
2
1

hRNむ
の
さ
a
w
o
g
b
。」「同町』
hnHコ
む
道
内
己
NFN出
S
A
叶片山口回-巳
2
H
r可
ぐ
百
円
CHH
同

国

D
r
由
。
ロ
(
「
2
色。
P

Z
ロ
ヨ
切
口
-
Y
N
C
C
N
(出向ロ
Lrcc]同
D
H
O
ロ
2
丘
町
乙

ω
門戸
l

〔Z
2
J
H
H
H
E
)
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部
イ
ン
ド
、
ネ
シ
ア
海
域
に
閲
す
る
研
究
に
つ
い

て
見
る
と
、
こ
の
分
野
で
は

τ
E
2
町
E
R
E
-司山口

B
吋
r
h
N
h
p
N室内

ロ
岳
民
話

Uコマ

N)ι
辺
一
お
む
き
な
久
町
HH究
室
円
早
急
町

h
N
2
3ム
ミ

町

営
N円l

」

N守

NS
志
向
吋
ミ
お
失
言
語
-bHEMN
。
¥
品
切
さ
s
s
h
h
入山
hミ
お
足
む
コ
HN語句

hh見
守

(ωH国間戸日
)
O
R
w
ω
H口問戸日
)
C
B
d
ロ
H〈
OH234M)
見出回ゆ

H
U∞一{)切り
0
・円、
QWNNSbwHR叫

切
ミ
R
M
W
N
h
R
h
N
C
~。
~vnNhHQHENF

』
h
F
3
5号
同
3
円尚昆
h
Q
N
N九
円
炉
内
町
有
Nb
。L
「

町
営
札
口
9
3
5
m
弓
C
H
P
ω
E
m
名
D
B
d
E
2
5
q
p
g
出
a
N
O
O
N
)
が
先
駆

的
か
っ
重
要
な
業
績
で
あ
る
。
雨
量
目
で
と
く
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
海
賊

活
動
に
つ
い
て
は
、
我
が
固
で
は
研
究
が
乏
し
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、

こ
の
地
域
の
エ
ス
ノ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
分
野
で
は
最
近
早
瀬
音
-
二
『
海
域
イ

ス
ラ
l
ム
壮
舎
の
歴
史
ミ
ン
ダ
ナ
オ
・
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
(
岩
波
書

庖
、
二

O
O
三
)
と
い
う
、
お
そ
ら
く
こ
の
テ
l
マ
に
閲
す
る
我
が
園
で
最

初
の
本
格
的
な
業
績
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
マ
ル
ク
諸
島
に
閲
す

る
研
究
と
し
て
は
「
g

E
己

吋

〉

E
a日
吋
守
司
ミ
凡
夫
足
と
え
ど
問
主

究お」「おも
S
E
E
Nお
円
炉
内
町
hqht
足
。
俗
芸
、
有
ち
に
(
出
。
ロ
c-己
F

C
巳
〈
2
2
q
c片

岡山
45HHM)
円。印印リ

5
8
)
が
あ
る
。
ま
た
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
生
田
滋

『
大
航
海
時
代
の
モ
ル
ツ
カ
諸
島
」
(
中
公
新
書
、
中
央
公
論
利
、
一
九
九

八
)
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
最
近
一
七
吐
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン

ド
合
枇
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
テ
ィ
モ

1
ル
分
割
問
題
を
扱
っ
た
〉
月
口
(
日
常

問。。〈
2
0
~
)内
」
お
円
恥
円
。
、

hSHR侍
S
S円
り
内
て
。
〔
U
2
N
Q
r
H
H
G晃
代
静

~
s
h
dむお

叫

JVS2・5
h島
町
認
定
ミ
n
S礼町

2
N
h
H
G
(
N
三日
)
}
H
3
4〈
戸

-
z
z
m
H
)
O
H
F
N
C
C
N
)
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ー」

ノ、

最
後
に
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
に
閲
す
る
史
料
あ
る
い
は
そ
の
翻
詳
の
刊
行

に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
日
本
語
史
料
に
闘
し
て
は
石
井

米
雄
が
『
華
夷
愛
態
」
所
牧
の
ジ
ヤ
ン
ク
貿
易
関
係
の
史
料
を
英
語
し
た

ペ
C口。
O
F
F
-
-
リ
⑦
〔
日
吋
マ

~
E
N
F
叫」ミれや」子。
s
h
S
H
r
g円
込
』
ミ
同
Jミ
ま
Nbl

十

「
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き
ま
」
「
さ
遺
志
向
吋
E
室
、
言
及
包
h
n
N
E
H内
W
U
V
4
N
U
J
U
ω
(
ω
5
m
m
G
C
H
O
a

日ロ
ω
円H

E
Z
C
H
ω
D
E
F
2
え
〉
白
山
口
ω
E
(
円H
O
P
-
。
。
∞
)
が
あ
る
。
同
童
日
が
海
域
東
南

ア
ジ
ア
史
の
研
究
に
有
用
な
日
本
史
料
を
底
く
海
外
に
紹
介
し
た
と
い
う
黙

を
高
く
評
債
し
た
い
。

次
に
漢
文
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
中
園
で
史
料
の
出
版
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

と
し
て
は
「
中
外
交
通
史
籍
叢
刊
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
最
近
全
一
七
巻
一
八

加
と
し
て
新
装
版
が
刊
行
さ
れ
、
便
利
に
な
っ
て
い
る
(
中
華
書
局
、
二

0

0
0
)
o
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
の
各
国
別
に
関
係
史
料
を
網
羅
し
た
史
料
集
も

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
デ
ィ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
、
ピ
ル
マ
編
し
か
持
っ
て
い
な
い
が
、
本
誌
編
集
委
員
の

御
数
一
が
に
よ
る
と
、
ラ
オ
ス
編
も
あ
る
由
で
あ
る
(
中
山
大
墜
東
南
亜
歴
史

研
究
所
編
『
中
岡
古
籍
中
有
閑
弄
律
演
資
料
匪
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八

O
、

景
振
図
他
編
『
中
園
古
籍
中
有
闘
老
拠
資
料
匪
編
』
問
、
一
九
八
五
、
陸
峻

嶺
他
編
『
中
園
古
籍
中
有
関
東
捕
泰
資
料
匿
編
』
同
、
一
九
八
六
、
余
定
邦

他
編
『
中
園
古
籍
中
有
闘
新
加
坂
馬
来
西
亜
資
料
陸
編
』
問
、
二

O
O
二、

余
定
邦
他
編
『
中
国
古
籍
中
有
閑
緬
旬
資
料
匪
編
」
同
、
二

O
O
二
、
全
一
一
一

切
)
o

ま
た
オ
ラ
ン
ダ
で
は
レ
オ
ナ
l
ド
・
フ
リ
ユ
ツ
セ
な
ど
に
よ
る
最
近

謎
見
さ
れ
た
一
八
世
紀
末
の
パ
タ
ヴ
イ
ア
華
僑
人
墨
田
文
書
の
研
究
と
文
書
そ

の
も
の
の
刊
行
も
進
め
ら
れ
て
い
る
(
包
築
史
他
『
一
八
世
紀
末
肥
達
維
亜

唐
人
枇
舎
』
(
慶
門
大
皐
出
版
枇
、
二

O
O
二
)
、
包
然
史
他
校
注
『
公
案

簿
』
第
一
冊
(
肥
城
華
人
公
館
(
肥
岡
公
堂
)
槍
案
叢
書
岡
、
二

0
0

一
一
)
、
哀
沫
凌
他
校
注
『
公
案
簿
』
第
二
冊
(
肥
城
華
人
公
舘
(
肥
岡
公

堂
)
槍
案
叢
来
日
同
、
二

O
O
四
)

)

0

日
本
に
お
け
る
漢
文
史
料
の
翻
語
、
紹
介
に
つ
い
て
い
う
と
、
小
川
博
編

561 

」

『
中
園
人
の
南
方
見
開
銀
減
涯
勝
覧
』
(
士
口
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
)
、
班

凶
著
、
水
田
英
正
他
諜
『
漢
書
食
貨
・
地
理
・
溝
温
志
』
(
束
洋
文
庫
、
平
凡

壮
、
一
九
八
八
)
、
周
達
観
著
和
出
久
徳
諜
註
『
己
呉
川
臓
風
土
記
ア
ン
コ
ー

ル
期
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
(
東
洋
文
庫
、
平
凡
枇
、
一
九
八
九
)
、
藤
善
員
澄
誇

註
『
諸
蕃
志
』
(
闘
西
大
島
ナ
東
西
皐
術
研
究
所
誇
注
シ
リ
ー
ズ
一
立
関
西
大

事
山
版
部
、
一
九
九
一
)
、
義
浮
著
宮
林
昭
彦
他
誇
『
南
海
寄
蹄
内
法
惇

七
世
紀
イ
ン
ド
偽
教
信
伽
の
日
常
生
活
』
(
法
裁
館
、
二

O
O
四
)
な
ど
が

あ
る
。次
に
ア
ラ
ビ
ア
語
ペ
ル
シ
ャ
語
史
料
に
つ
い
て
見
る
と
、

G
-
R
・
テ
イ

ベ
ッ
ツ
の
二
黙
の
偉
大
な
業
績
が
そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
蓋
く
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
(
の
周
目
t
r
2
2

ヘマ
a
F
見
む
せ

N
h
a
H
N
2
3

志、」
JF
礼ミお

0
5
3
主
ミ
号
む
き
認
ミ
号
、
。
号
室
内
呂
志

5
ロ
片
山
-
ロ
自
印

EHOロ

司
=
ロ
門
戸
品
Ne

「
o
ロι
c
p
叫，

r
o
問
。
可
己
〉
己
主
見
回
0
2
2日子

]5叶
日
)
口
白
人
山

ぬ
寄
与

A
1
6
h
b
内
』
ミ
守
礼
町
忠
弘
明
円
。
お
さ
お
さ
h

足
RH
号
、
立
言

~
r
R
H
b
s
え
』
h
s

(
。
口
。
ロ
円
山
]
吋
H
山口
ω-
山HHD
口
司
己
ロ
(
H
a
z
o
司
印
。
ロ
2
Y
A
F
A
H
e
H
K
O
H
〔目。ロリ開。(『

同
町
三

'
5
3
)
)。
な
お
一
七
世
紀
後
年
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
閥
に
関
す
る
ペ
ル
シ

ヤ
語
史
料
『
ス
ラ
イ
マ
ン
の
船
』
の
英
語
と
し
て
』

C
民
自
ク
可
。
司
、
常

h
b
N
V

。¥
h
N
h
h
q
N
道
一
お
お
(
可
。
門
出
向
口
出
O
H
Z
臼
問
。
∞
O
H
H
O
P
H
-
-
H
L
D
ロ門円
c
p
H
N
O
E
-

-
O
L
問
。
除
問
。
官
回
目

)E-'Hミ
ど
が
あ
る
。
円
本
語
へ
の
翻
諜
と
し
て
は
藤

本
勝
次
誇
注
『
シ
ナ
・
イ
ン
ド
物
語
」
(
関
西
大
串
東
西
同
学
術
研
究
所
誇
注

シ
リ
ー
ズ
一
関
西
大
島
ナ
山
川
版
部
、
一
九
七
六
)
、
藤
本
勝
次
他
諜
注
『
イ

ン
ド
の
不
思
議
』
(
同
二
、
岡
、
一
九
七
八
)
が
あ
る
が
、
最
大
の
業
績
は

イ
ブ
ン
・
パ
ッ
ト
ゥ

l
タ
著
家
島
彦
一
語
注
「
大
族
行
記
』
(
東
洋
文
庫
、

平
凡
祉
、
一
九
九
六
二

O
O
二
。
全
八
冊
)
で
あ
る
。

次
に
欧
文
史
料
で
あ
る
が
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
語
史
料
と
し
て
は
一
五
二
三

十

「「



L 

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏

-HN
い

R
待

ー「
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年
の
ラ
ウ
ル
・
パ
ル
マ
ン
テ
イ
エ
の
航
海
に
闘
す
る
記
録
二
蛤
(
(
リ

E
ュ2

ω
ロ
F
O
H
H
O
H
h
~
b
N
R
E
R
h
b
F
E
さ
せ
一
時
む
き
お
ら
ト
室
内
町
周
SNhNHU品、
S
2
5寄

与同)一
NA志向

2

2

5
含
戸

E
H
F
M
)
H
O出切リ

E
コ
)
』
0
8
Z
R
r
o
-
F
H

H山
口
ピ
ト
ぉ

hhN円
高
民
向
お
も
言
及
ぬ
し
G
N
U
-
N
)内
勺
号
、
、
内

phNhw里
見
ミ
ト

a

hQV一
昔
話
号
、
。
寄
hhh町
内
尽
き
へ
宮
向
。
言
語
、
こ
む
さ
ミ
内
含

H3含
」
「
Q
F
R
P
R
h
E

(旬日
H
H
P
ω
o
m
r
p
E∞
匂
)
の
ほ
か
、
一
六
一
九
年
か
ら
一
一
一
一
年
に
か
け
て

ア
チ
工
、
パ
ン
テ
ン
を
訪
れ
た
オ

l
ギ
ユ
ス
タ
ン
・
ド
・
ボ

l
リ
ュ

l
の
記

録
〉
戸
間
己
己
E

F
目

2
己
百
戸
足
弘
吉
2
2
h
h円
ぎ
只
宝
鳴
き
H
p
h
h
5
0
3
2
1

S
N
E
N
G
N
U
H
q
b
b
門

F
E
R
Nミ
ト
む
き
出
む
ぬ
ミ
お
お
守
hNHロ
可
。
(
日
戸
口
門
戸
ロ
ロ
ロ
C
H
2
2

E
E
5
m
g
Z
H
o
p
u
gヨ
「

O
B
Z己
(
町
自
印
ヨ

Z
E
ω
O
E
2
2
除

「日同己目。川川阿山内
o
r
Hり
Z
5
2月
(
円
同
日
三
円
巾
5
0
0
2
0
E
a
呂
志
)
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
シ
モ
ン
・
ド
・
ラ
・
ル
ベ

I
ル
の
旅
行
記
の
校
注
本

γ
自
の
『
乙
』
山
口
門
戸
国
巳
問
。
戸
山
片
正
問
吉
丸
町

bNh芯コ
ANN完
災
町
三
HN-4N売
に
Nhhd之
、
AW

匂

N
S
-
s
b
E
h。
NhZ芝
公
同
)
一
ど
同
ミ
QNh君
。
与

hN-白
芸
ョ
(
同
)
山
口
印
w

開(同
5
0ロ印

刷出
2
r
R
r
g
ニ2
(
U
Z
E出向
HHCロ
タ
呂
∞
吋
)
が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
束
イ
ン

ド
合
同
枇
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
史
研
究
所

F
5
Z三
〈
0
2
Z
L
E
E
p
o

p∞口
E
え
2
5
に
よ
る
園
史
史
料
叢
書
目
]
E
P回口
E
E
E
E
H
m
o
M
)
早

口
2

5
に
含
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
集
、
リ
ン
ス
ホ

l
テ
ン
協
曾
叢
書

の
刊
行
が
績
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
オ
ラ
ン

ダ
束
イ
ン
ド
舎
枇
の
活
動
に
法
的
根
擦
を
典
え
よ
う
と
す
る
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス

の
論
文
の
英
語
出
口
問
。
。
8
2
5
吋
守
、
之
内

h
E
H
W
E
Z
(
7
2己戸山口

H
E
B
I

L
E
υ
C
Cロ
『
可
巴
自
己
巴
〉
H自
己
臼
問
。
(
日
ロ
L
Eロ日目〕
D
E出リ「
H
F
2
Q
町
EH(同ヨ
ωccと

が
あ
る
。

英
語
の
史
料
と
し
て
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
事
出
版
局
に
よ
る

C
M

F
三
日
〉
巴
山
田
∞
門
CHFg-
一月
3
H
E
Z
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
の
は
周
知
の
事
賓

」

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
偶
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
と
並
ん

で
バ
ン
コ
ク
の
ホ
ワ
イ
ト
・
ロ

l
タ
ス
祉
に
よ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
関
係
の

英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
記
録
の
復
刻
も
多
い
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
史
料
の
邦
諜

と
し
て
は
後
述
す
る
「
大
航
海
時
代
叢
書
」
に
収
め
ら
れ
た
も
の
の
他
に
メ

ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
著
岡
村
多
希
子
詩
『
東
洋
遍
歴
記
』
(
東
洋
文
庫
、
平
凡

壮
、
一
九
七
九
。
全
三
冊
)
が
あ
る
。
な
お
ポ
ル
ト
ガ
ル
本
園
で
は
海
城
東

南
ア
ジ
ア
、
と
く
に
ア
ラ
カ
ン
な
ど
ピ
ル
マ
沿
岸
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

活
動
に
閲
す
る
史
料
の
出
版
、
た
と
え
ば
の
3
2
H
P
Z
切
口
戸
内
『
D
P
己
主

ヨ
パ
て
お
匂
忌
E
N
G
b
q
p告
に
ど

c
s
h町
民
代
守
口
、
ミ
HEおも
S
H
U
U
H
q
g
p

(リ
3

5

n
己
E
B
-
旬
。
江
戸
m
E
P
E∞
∞
)
や
、

ω
o
r
g
z
r
z
g
H
H官
。

切
ヨ
ミ
ヨ
Nbm品
。
礼
号
、
2
き
』
丸
町
、
内
hdF
人
々
、
お
お
ρ
切
言
活
-R
偽
札
E
H君、弘、
5

〔

U
A
Eさ
3
N叫
a
h
N日
sscwN
ぬ
C
1凶
。
』
hD偏
向
。
円
(
下
広
寸
(
)
日
'
開
門
r
m
α
2
(リC円
0
2臼

石
市
山
市
山
)
ヨ
富
山
口
戸
巾

-
P
〉ず
HO戸
亘
O
E
2ロ
}H0
・
切
之
也
九
九
N
R実
話
、
謹
室
内
旬
、

gwN

S
Q
S
F
h
N尽
き
芯
§
之
言
。
札
。
可
処
h
H
h
g
p
h
p
a
。
3
2芯
~
(
〉
〉
〈
S
E
H印刷
)O円1

2
四

E山
田

P
吋

Y向。
B
Y向日門
t
ロ
印
。
O
L
O
F
M
)
戸ずロロ山口
α
2
肘
戸
円
。
日
)
日
〉
旨
2
5
m
y

E
m
W
C
)

が
あ
る
ほ
か
、
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
に
関
す
る
研
究
書
の
出
版
も
多

い
こ
と
を
附
記
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
「
大
航
海
時
代
叢
書
」
第
二
期
、
お
よ
び
そ
の
績
編
で
あ
る
「
一

七
・
一
八
世
紀
大
政
行
記
叢
書
」
(
と
も
に
岩
波
書
市
)
に
牧
め
ら
れ
た
関

係
史
料
を
一
六
一
七
世
紀
の
も
の
に
限
っ
て
暴
げ
て
み
る
と
、
前
者
に
収

め
ら
れ
て
い
る
の
は
ジ
ヨ
ア
ン
・
デ
・
パ
ロ
ス
著
池
上
山
手
夫
他
諜
注
『
ア
ジ

ア
史
』
(
全
二
冊
、
一
九
八

O

八
一
)
、
権
津
元
則
他
詩
注
「
ハ
ウ
ト
マ
ン
、

フ
ァ
ン
・
ネ
ッ
ク
航
海
の
記
録
」
(
一
九
八
一
)
、
生
田
滋
誇
注
「
フ

l
ン

ス
、
フ
リ
l
ト
、
コ
イ
エ
ッ
ト
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
舎
枇
と
東
南
ア
ジ

ア
』
(
一
九
八
八
)
、
朱
牟
田
夏
雄
誇
注
「
ラ
ン
カ
ス
タ
l
束
イ
ン
ド
へ
の

十

「

142 

「
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去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏
-
H
N

い

R
待

ー「

航
海
」
、
同
「
ジ
ャ
ワ
滞
留
記
」
(
と
も
に
『
ジ
エ
ン
キ
ン
ス
ン
、
ラ
ン
カ
ス

タ

l
、
ス
コ
ッ
ト
、
ホ

l
キ
ン
ズ
、
ド
レ
イ
ク
イ
ギ
リ
ス
の
航
海
と
植
民

一
』
(
一
九
八
-
二
)
所
収
)
で
あ
り
、
後
者
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
二
宮

フ
サ
、
鈴
木
康
司
誇
『
シ
ヨ
ワ
ジ
、
夕
、
ン
ャ

l
ル
シ
ヤ
ム
政
行
記
』
(
一

九
九
一
)
、
平
野
敬
一
誇
『
ダ
ン
ピ
ア
最
新
世
界
周
航
記
』
(
一
九
九
二
)

で
あ
る
。

最
後
に
現
地
の
諸
言
語
で
書
か
れ
た
史
料
の
研
究
、
出
版
に
つ
い
て
偶
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
自
身
は
マ
レ
l
語
史
料
に
つ
い
て
若

干
知
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
し
、
紙
数
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
研
究
者
に
紹
介
を
お
願
い
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

H
本
語
誇
と
し
て
は

ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ

1
著
中
原
這
子
誇
『
ア
ブ
ド
ウ

y
ラ
I
物
語
あ
る
マ
レ
l

人
の
自
惇
」
(
東
洋
文
庫
、
平
凡
枇
、
一
九
八

O
)
と
野
村
亨
諒
注
『
パ
サ

イ
王
図
物
語
最
古
の
マ
レ

l
歴
史
丈
島
ナ
』
(
東
洋
文
庫
、
問
、
二

O
O
二

が
あ
る
。

七

以
上
こ
れ
ま
で
の
海
域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
に
つ
い
て
私
な
り
の
概
観

563 

を
試
み
て
み
た
。
賓
は
本
稿
の
執
筆
の
依
頼
を
受
け
た
の
は
昨
年
の
夏
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
秋
こ
ろ
か
ら
健
制
を
崩
し
、
一
時
入
院
し
た
り
し
て

い
た
の
で
、
こ
の
テ
l
マ
に
関
係
あ
る
業
績
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
客
観
性
を
扶
く
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

讃
者
に
封
し
て
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。
た
だ
最
後
に
い
い
た
い
の

は
、
現
在
世
界
各
園
の
歴
史
研
究
者
の
聞
で
海
上
活
動
史
の
再
評
債
が
行
な

わ
れ
て
お
り
、
す
ぐ
れ
た
業
績
が
次
冷
と
護
表
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
で
は
従
来
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
舎
枇
の
活
動
に

あ
ま
り
に
も
関
心
が
集
中
し
す
ぎ
て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
大
西
洋
世
界

に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
西
イ
ン
ド
舎
祉
な
ど
の
貿
易
、
植
民
活
動
の
ほ
う
が
オ

ラ
ン
ダ
史
に
と
っ
て
は
る
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
西
イ
ン
ド
曾
枇
の
研
究
な

い
し
は
再
評
債
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
比
べ
る
と
、
海

域
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
は
世
界
的
に
み
て
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

感
じ
で
あ
る
。
若
手
の
研
究
者
が
こ
の
分
野
に
挑
戦
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
や
ま
な
い
。
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